
畑へ

隙間無く整列
Ｖ字状配置

農作業の効率アップを目指して

高速でも種イモを等間隔で播くことのできる農業機械を開発

背 景

成 果

・農業での深刻な担い手不足が進む中、農作業の効率アップに寄与する機械・システムの
開発が望まれています。

・北海道を代表する畑作物であるジャガイモの栽培において、既存の機械では種イモを播く速度が
遅いため、高速で精度よく播くことができるコンパクトな農業機械の開発が強く期待されています。

共同研究機関：中央農業試験場、民間企業１社、（十勝農業試験場）

１
トラクタ車速が変化しても種イモを精度良く播く
ことのできる機構を開発

２
開発した機構を搭載したコンパクトな機械を試作
し、高い性能を確認

○V字状に配置したコンベアベルトの左右の速度を変え
ることで、種イモを隙間なく整列し搬送。

○トラクタ車速に応じて種イモの搬送速度を自動調整
し、精度よく一定の間隔で畑に播く。

・種イモを播く速度が75％向上（現行4km/h→7km/h）することで、作業の高効率化を図ることができます。

・就農者の作業負担軽減にも寄与し、高齢化・担い手不足解消に貢献できます。

○機械がターンするためのスペースが狭い日本の圃場に対
応するため、トラクタで持ち上げ小回りできるコンパク
トな試作機を開発。また、畑に着地した種イモに土をか
ぶせ転がりを抑える機構も開発。

○試作機で行った試験では、大型で高価な海外輸入機と同
等の精度・速度(7km/h)で種イモを播くことができた。

供給部
（ホッパ）

道総研 産業技術研究本部 工業試験場

70馬力のトラクタで持上げ
可能な重量（800kg）・サイ
ズ（長手方向2.0m）に収ま
る機械

期待される効果
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